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バネー ト細胞様変化を伴った前立腺癌の1例

社会保険羽津病院泌尿器科(部 長:米 田勝紀)

曽我 倫 久人,鈴 木 竜 一,米 田 勝 紀

A CASE REPORT OF PROSTATE CANCER WITH 

         PANETH CELL-LIKE CHANGE

Norihito Soga, Ryuichi Suzuki and Yoshinori Komeda

From the Department of Urology, Health Insurance  Hazu Hospital

   We report one case of Paneth cell-like change of prostate cancer. An 81-year-old male reported 
to our hospital with the chief complaint of urinary retention. The serum concentration of prostate 
specific antigen, 168 ng/ml, was high, and digital examination was performed. Because we suspected 

prostate cancer, needle biopsy of the prostate was performed. Histological examination revealed 
moderately-poorly differentiated adenocarcinoma. Computed tomography revealed no invasion to 
the prostatic wall and no metastasis to the lymph node.  "mTc-HMDP revealed no bone metas-
tasis. We chose intravenous hormonotherapy (fosfestrol 500 mg/day, 20 days), but urinary retention 
did not improve. Therefore, we perfomed transurethral prostatectomy to improve the symptoms. 

Histological examination of the removed specimen revealed moderately differentiated adenocarci-
noma with Paneth cell-like change. Immunochemical and histochemical stains were positive for 
Grimelius, serotonin and prostatic acid phosphatase and negative for periodic acid-Schiff reaction, 
lysozyme, neuron specific enolase, prostate specific antigen, alpha-l-antitrypsin and IgA. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 41: 891-894, 1995) 
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緒 言

本 来 消化 管 に存 在 す る バ ネ ー ト細 胞 に 類 似 した変 化

が前 立 腺組 織 に 発 生す る こ とは 稀 で あ る.今 回本 症 例

を経 験 した ので 若 干 の考 察 を 加 え て報 告 す る.

症 例

症 例:81歳,男 性

主 訴:尿 閉

既 往歴 ・家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し

現病 歴1数 年 前 よ り排 尿 困 難 が存 在 して い た.平 成

6年10月6日 尿 閉 の主 訴 に て,当 院 受 診.導 尿 に て

510mlの 尿 の排 泄 を み た.同 時 に 施 行 した 直 腸診 に

お いて,前 立腺 癌 を強 く疑 わ しめ た.ま た 前立 腺 の腫

瘍 マ ー カ ーで あ るPSA(prostatespeci丘cantigen)

168ng/ml(Delfia法,基 準 値IL7ng/ml以 下),

PAP(prostaticacidphsphatasc)5.5ng/ml(基 準

値3。Ong/ml以 下),γ 一seminoprotein23ng/m1

(基 準値4.Ong/m1以 下)を 高 値 を 示 した た め,経 直

腸的 超 音波 ガ イ ド下 前 立腺 組 織 採 取 した.病 理 学 診 断

は前立腺腺癌であった.ま た99mTc-HMDP(hydro・

xymethlened三phosphonate)骨 シンチグラフィにお

いては明らかな骨転移は認められなかった.

また,骨 盤部CT(computedtomography)に お

いて前立腺被膜は保たれてお り,ま た明らかなリγバ

節転移を認めなかった.尿 道鏡においても膀胱頸部へ

の浸潤も認められなかった.以 上の所見より前立腺癌

stageBと 診 断した.

治療方法を検討 した が,年 齢を加味し,前 立腺 全

摘の適応 はない と考え,10月17日 よ りホルモソ療法

(fosfestro1連 日20日間500mg/日 静注投与)を 開始

した.し か し,ホ ルモン療法後も排尿状態は,改 善せ

ず尿閉が頻繁に発生したため,対 症療法とし経尿道的

前立腺摘出術(チ ャンネリング)が 適応と考えられ11

月4日 当院入院となった,

入院時の検査所見 血算,生 化学的検査において異

常所見を認めなかった.尿 検査においては,膿 尿なら

びに軽度の血尿が認められた.lI月14日 経尿道的前立

線切除術を施行した.

病理組織所見:経 直腸的超音波ガイド下採取 した前
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Fig.lb.Microscopical丘ndingsshowedprostate

cancerwithPanethcel1-1ikechange.

(×400)

立 腺 組 織 の 病 理 学 診 断 に お い て 右 側 はmoderatcly

differentiatedadenocarcinoma,左 側 はmoderate-

1y,poorlydifferentiatedadenocarcinomaの 結 果

を え た.Panethce11-likechangeは 伴 っ て い な か っ

た.

一 方
,経 尿 道 的 前 立 腺 切 除 術 に よ りえ た 組 織 の 病 理

学 診 断 は,moderatelydifferentiatedadenocarci-

nomaが19切 片 中4片 に 認 め ら れ 一 部 にPanethcell-

Iikechangeを 伴 っ て い た,Panethcell-likechange

は,円 柱 状 の 細 胞 で あ り,細 胞 質 は ヘ マ トキ シ リ ンに

好 染 し,エ オ ジ ン に 好 染 す る 小 さ い 穎 粒 を 豊 富 に 有 し

て い た(Fig.la,lb>.

免 疫 組 織 学 的 染 色 な ら び に 組 織 化 学 的 染 色 の 結 果

は,Grimelius,serotoninandprostaticacidphos-

phataseに お い て 陽 性 で あ り,periodicacid-Schiff

reacion,lysozyme,neuronspecif…cenolase,pros-

tatespecificantigen,α 一1-antitrypsinandIgAに

お い て 陰 性 で あ っ た(Fig,2a,2b,2c).手 術 後 排 尿 状

態 は 改 善 し,11月25El退 院 し た.電 子 顕 微 鏡 的 検 査 は

施 行 で き な か っ た.外 来 に て4週 間 に 一 度,酢 酸 リ ュ

編麟
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Fig.2b. Panethcell-likechangehadpositive

granulesforserotonin.(×400)
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Fig・2c・Panethcell-likechangehadpositive

granulesforprostaticacidphosphatase.

(×400)

一プ ロ レイ ン3 .75mg皮 下投 与 に て 経 過 観 察 して い

るが,現 在PSAは4.3ng/m1と 低 値 を示 し,目 立

った前 立 腺 癌 の 進 行 を認 め て い な い,

考 察

Panethcellは,小 腸,虫 垂,上 行結 腸 陰 窩の底 部

に存 在 す る,大 き く円柱状 の細 胞 で あ る1・2)・細 胞 質

は ヘ マ トキ シ リンに好 染 し,エ オ ジ ン好 染 す る穎 粒 を
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CasesofprostaticdiseasewithPanethce1正 一like

change

893

Case報 告 者 年 齢 臨床 診 断Panethcelllikechangeの 存 在 部 位

lHaratake91

2Weaver68

3Weaver67

4Weaver59

5Wcaver75

6Weaver65

7Weaver63

8Weavcr71

9Weaver67

10Frydman60

11Frydman67

12自 験 例81

carClnema

carclnoma

BPH

BPH

BPH

carc

carc

ca「C

carc

carc

noma

noma

noma

noma

noma

BPH

carcinoma

moderately

no皿alprostateepithelium

glanularandstommalhyperplasia

9且anularandstoromalhyperplasia

prostaticintraepidhelia且neoplasia

well

wcli

MuCinousadenocarcinoma

we皿

poorly

mostlyglanu匡arhyperpiasia

modcrately

BPH(benignprostatichypertmphy),wen(welldifferentiatedadenocar-

cinoma),moderately(moderatelydifferentiatedadenocarcinoma),poor璽y

(poor且ydifferentiatedadenocarcinorna).

Table2.Histochemicalandimmunochemicalfindings

Histochemica且finding

Case報 告 者 臨 床 診 断

Immunochemical丘nding

GrirnetiusPASLysozymeSERNSEPAPPSAA-IACTIgA

1

2

3

5

8

9

10

12

Haratake

Weaver

Weaver

Weaver

Weaver

Weaver

Frydman

自 験 例

CA

CA

BPH

BPH

CA

CA

CA

CA

ND

十

ND

ND

十

十

十

十

ND

ND

ND

十 NDND

ND

十

十

ND

十

ND

十

ND

十 十

十 十

NDND

NDND

十 十

十 十

十 十

十

ND

十

ND

ND

十

ND

ND

ND

ND

ND

ND

ND

CA(carcinoma),BPH(benignprostatichypertrophy),PAS(periodicacid-Schiffreaction),SER(serotonin),NSE(ncuron

speCificenolase),PAP(prostaticacidphosphatase),PSA(prostatespecificandgen),A-lACT(径1-andtrypsin),ND(not

done).

有 し,卵 形 の 核 は基 底 側 に偏 して い る3).電 子 顕 微 鏡

的 に は,蛋 白合成 型 の細 胞 で あ り,基 底 部 に は粗 面 小

胞 体 の 配列 が 認 め られ,ま た ゴル ジ装 置 が分 泌穎 粒 を

形成 してい る4).

Panethcellの 穎粒 の 働 き は 明確 に な って い ない

が,穎 粒 中 に は,細 菌 の糖 ペ プ タイ ドを分 解 す る リゾ

チ ー ムが存 在 して い る こ とが 確認 され て い る.ま た,

細 胞 質 内に 存 在 して い るIgAと 補 体 が 相 互 作用 にて

溶 菌 作用 を 発 生 させ,腸 内細 菌 の調 節 に 関 与 して い る

こ とが推 測 され て い る3).

Panethce11-1ikechangeを 伴 った 前 立 腺 癌 は,

Haratake5)ら が 報 告 し て 以 来,Weaverら6)や,

Frydmanら7)が 追 随 して 報 告 して い る のみ で 自験 例

が8例 目で あ る.ま たPanethce11-likechangeを

伴 った 前立 腺 肥 大 症 例 を含 む と12例 目で あ る.

現 在 まで に報 告 され て い る症 例 を ま とめ てみ る と,

Panethce11-likechangeが 存在 した部位での病理組

織学的診断は,前 立腺癌8症 例においては3例 が高分

化型腺癌,2例 が中分化型腺癌,1例 は低分化型腺

癌,1例 はムチン性腺癌,1例 は正常組織内に存在

し,分 化度とは関連のないことが考えられた.前 立腺

肥大4症 例でもPanethcel1-likechangeが 存在し

た部位での前立腺の病理組織学的診断とは,関 連性が

なかった(Tablel)。

組織化学的,な らびに免疫化学的染色が施行されて

いる症例において検討を加えた(Table2).リ ゾチー

ムはHaratakeの 症例を除き,全 例陰性であり,ま

たPAPは 前立腺癌症例では全例陽性,PSAは 自験

例を除きすべての前立腺癌症例にて陽性であった.し

かし,他 の項目に関 しては一定の傾向は認められなか

った.Weaverら6)は,一 般的にPanethccl1で は陽

性に染まる免疫学的組織染色(lgA,リ ゾチーム)s)に
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おいて,陰 性を示 し,ま た電子顕微鏡的にては外分泌

穎粒,も しくは神経内分泌穎粒をゆうしていた場合,

Panethcellmetaplasiaと す るよりも,Panethce11-

1ikechangeと する と述べ ている.本 例では,電 子

顕微鏡的検討は施行できなかったが,免 疫学的組織染

色はWeaverら の報告と同一の結果であった、さら

に症例が重ねられることではっきりした定義がなされ

るであろうが,今 回はWeaverら の主張に従いPa-

nethce11-likechangeと 診断した,Panethcell-like

changeの 発生機序については不明であ り,悪 性組織

に伴い発生 したものか,低 分化癌ほど発生させやすい

のかも明確になっていない7).ホ ルモン療法後,前 立

腺部尿道に消化管様変性が発生 した とす る報告もあ

る9)こ とより,今 回の症例においてもホルモン療法が

発生に関与している可能性が示唆されるが詳細は不明

である.発 生基盤としては,前 立腺細胞質内のいずれ

かの封入体から分化 したものであると考えられている

る6)が,な お症例を重ねたうえでの検討が必要と考え

られた,

結 語

前立腺癌に対するホルモン療法施行後,対 症療法と

して施行 した経尿道的前立腺切除 に よ りえた標本に

て,バ ネー ト細胞様変化を認めた1例 を経験 したので

報告した.
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